
 

 

平成２９年度「仮設住宅 再編等 係 子供 学習支援 コ ュニテ  

復興支援事業」 評価・検証 い  
 

 

 

 東日本大震災 、い 仮設住宅等 け 生活を強い い 地 あ 、

復興 向け 学習支援等 必要 あ 、被災地 け 子供 学習環境 好転や 

仮設住宅 そ 周辺地 を結ぶ地 コ ュニテ 復興促進を図 事業。 

 

【こ 部 対象事業】 

 

・郡山市震災後子 ケ ロ ェクト（平成 29 年度予算額：15,590 千円） 

子 明 く健や 成長を促 環境整備を図 、「郡山市震災後子

ケ ロ ェクトチる 」 会議や、子 や保護者等 対 心 ケ   

相談会、遊び 運動 実技 関 講演会や研修会等を開催 。 

 

  ・地 子 教室（平成 29 年度予算額：23,273 千円） 

地 参画を得 、子 勉強・ るツ・文化活動等 場を提供 、

放課後 児童 安全 健や 居場所 く 取 組 。 

 

【交付 必要 手続 】 

 

 「評価・検証委員会」を設置 、被災地 け 課題解決 向け 明 目標設定や効

果測定、事業 評価・検証を実施 。 

 

 

 

  

 

 

  

事業 概要 

上記事業 、「郡山市ニコニコ子 ・子育 ラン」実施計画 該当 い  

こ 、子 ・子育 会議 い 評価・検証を 。 

資料１ 



 

 

 

 

 

 

【郡山市震災後子 ケ ロ ェクト】 

(1)目標 

     ・子 及び保護者 抱え い 震災等 起因 心 不安 解消 。 

     ・未就学児童 運動等 状況を把握 、運動あそびをさせ こ 、後   

体力・運動能力を全国平均程度 上昇させ 。 

 

(2)活動内容 

  ・郡山市震災後子 ケ ロ ェクトチる 会議 開催 

    ・心 ケ 関 相談会や、絵本 読 聞 せ 実施 

    ・運動実技講演会及び研修会 実施 

    ・運動や食事 い ンケるト調査 実施 

 

(3)効果測定方策 

    ・運動 生活習慣 関 ンケるト 回答集計 

    ・各種活動 実績数や業務受託者 自己評価、委託者 あ 市 評価 

 

【地 子 教室】 

(1)目標 

子 教室 け 地 住民 交流や、各種体験事業 実施 、子

、地 住民 関わ を持 、地 行事 積極的 参加 こ 健全育成を

図 。 、子 学習支援や読書活動を通 、家庭 自主学習や読

書 習慣を身 けさせ 。 

       ・地 行事 参加 児童 割合 80％以上 

・家庭 学習・読書 習慣 身 付い 児童 割合 80％以上 

 

(2)活動内容 

   ・ 民館等 開催 行事 地 子 教室入会児童 積極的 参加 

     ・児童 学年 応 適切 学習支援や読書時間 設定及び継続的 実施 

 

(3)効果測定方策 

     ・入会児童及び保護者 対 ンケるト調査 実施 

（内容：地 行事 参加状況、家庭 学習・読書時間等） 

各事業 目標等 



平成29年度郡山市震災後子 ケ ロ ェクト事業 

い  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．事業実績を基 業務受託者 自己評価 

（平成30年２月中旬：完了） 

２．受託者 自己評価を基 業務委託者（市） 評価 

（平成30年２月下旬：完了） 

３．受託者及び委託者 評価をケ ロ ェクトチる 認 

（平成30年３月16日： 認済 ） 

 

４．受託者・委託者 評価及びチる 認内容を基 、 

子 ・子育 会議 い 客観的 評価 

（平成30年３月20日） 



郡山 震災後子 プ 業務評価書 
 

成 日 

 

法人  

法人 来 育 会 

 

業務  

臨床心理士 心 相談会実施業務 

 

事業概要  

事業 容 

子育 関 心 相談会 

  回 当 第 曜日 郡山 気 ば プキ

い 利用 保護者等 震災等 起因 含 子育

関 相談  

親子あ 親 ン  

  回 ニ ニ 館 い 保育士 親子あ 解消

臨床心理士 親 ン 行い 震災等 起因 含 心 等

い 相談  

保育士等 子 関 相談会 

  延 ヶ所 公立保育所 い 保育士 震災 起因 含

心 悩 気 児童 保育方法等 い 相談  

事業費   

意図 
 臨床心理士 子 発達 問題行動 保育方法 子育 関 相談

震災 起因 含 保護者等 心 除 保

護者 保育士 子 心 体 発達 適  

対象 
郡山 気 ば プキ 利用 保護者 

就学前 子 保護者 

公立保育所 保育士 

事業実施

結   果 

相談件数 

       

      

      合計 

         
 

参加人数 個別相談件数 成 現在  

       

      

      合計 

       
 

開催箇所数 相談 数 

       

      

      合計 

       
 

 



事業実施結果 自己評価  

子育 関 心 相談会 

プキ 保護者 子 ば 見 臨床心理士 気軽  

相談 言葉 遅 多動 発達 害疑い 問題 離乳食 弟葛藤

赤 返 子育 問題 達 暴言 い 噛 情   

問題 外 子育 い 子 関 様々 相談  

大半 肯定的感想 述 保護者 心配 解消 役立  

昨 課題 あ 連携 ニ ニ 館 子育 相談 事業 病院 関連施設

相談先 情報 保護者 伝え  

相談件数 い 昨 程度 一回当 人 あ 良好 実施  
 
親子あ 親 ン  

昨 様 回十数組 親子 参加 子育 中 保護者 支援 活用

え 参加 子 成長 保護者 子育 サ

参加者 ン 調査 行 親子 親 ン 楽  

役 立 評価 図 あ 解消 い 結果 得 い  
 

 
 

う 感想 述  

○子 成長 い ン 前  

○ 解消 聞い う 大事  

○家 子 合う時間 い ういう時間 大事 い  

個別相談 回 件あ 保護者 信頼 得 個別的 深い問題 役立 い  

情報共 必要 担当者 伝え 良好 実施  
 

保育士等 子 関 相談会 

延 箇所 保育所 臨床心理士 出 保育士 相談 様子

観察 気 子 対応 方 保育 工夫点 行  

所 半 後 出 効果 検討 行 改善 い  

震災後 気 子 増加 児童精神科 発達外来 診 長時間待  

状況 い 保育現場 間 日々養育 い あ 保育所    

子 成長 う 工夫 得 い 臨床心理士 観察 見立 対応 助言  

行う 支援 う 現状 資 い  

児童相談所 連携 あ 特別 検討 行 良好 実施  
 



今後 課題等  

子育 関 心 相談会 

一度 出会い 支援 いう あ 機関 連携方法 情報 保護者    

伝え いう形 心配 プキ 事務所 共

図 い い  

 

親子あ 親 ン  

参加者 多 開催場所 広 足 い 開催場所 変更 必要 考え  

ン 自由 述 支援回数 増加 望 声 複数あ  

関 機関 方 工夫 必要 考え  

 

保育士等 子 関 相談会 

多 必要 い 施設 応 う実施 引 検討 必要あ  

 

 

＜ 入欄＞ 
 

業務委 者 評価  

事業 子 保護者 支援者 総合的 心 目的 い  

子育 関 心 相談会 プキ い 的 実施   

い 伺 い 来所者 広 透 い 認  

相談件数 前 度 減少 い 震災 起因 含 子育 全般

悩 保護者 子 連 行 時 気軽 相談 環境 整え  

 

親子あ 親 ン い 全 回 定員 超え 参加者   

子育 中 保護者 幅広い子育 悩 共 情報交換 意義 場   

い  

事業者 ン 結果 参加者 事業 対 評価 良好 あ 現在子育

世代 い 大 問題 い 心理的 面 育児負担軽減 寄 い

個別相談 時 実施 い 細 心 い    

子 保護者 心 大い 役立 認  

 保育士等 子 関 相談会 い 限 時間 中 気 児童 

複数い い 児童 様子 正確 把握 保育所 状況 考慮  

具体的 実践的 保育士 悩 解消 い  

参考 保育 児童 健 発達 い  

家庭 子 学 育 環境 好転 う 心 抱え 保

護者等 対 細 い 親 士 交流 地域  

ュニ 復興 寄 い 事業 良好 実施 認  

 

  



 郡山 震災後子 プ 業務評価書 
 

成 日 

 

法人  

認定 法人郡山 プ子育 ネ ワ  
 

業務  

動実技講演会 研修会実施業務 
 

事業概要  

事業 容 

 子 自 楽 体 動 う   

指 者 プ 養成 日常的 利用 施設等 い 実践

う 以 事業 行う  

講演会 

    動あ 指 者 必要 理論的背 学 程度  

講義 講  

研修会 

    子 動量 確保 動あ 技術 幼児期  

動指針 郡山 版幼児期 動実践プ 基 実技 学  

保育施設等 活用 親子 動あ  

保護者 子 自宅 動 実践 う 保育施設等

親子 直接 動実技 指  

事業費   

意図 

 震災後 子 動量 減少 体重 増加 体力 低 見

子 動 関 キ 養成 子  

動機会 増加 十 動量 確保 う  

対象  全 民 

事業実施

結   果 

 
講演会 研修会参加人数 人 成 現在  

 場所 
参加 

人数 
 

 場所 
参加 

人数 

    ニ ニ 館  

 ニ ニ 館   ニ ニ 館  

 ニ ニ 館   東部体育館  

 ニ ニ 館   ニ ニ 館    

    ニ ニ 館  

 ニ ニ 館   カ   
 
親子 動 参加人数 人 

 場所 参加人数 

 尚志 ヶ丘幼稚園  

 金林保育園  
 

 



事業実施結果 自己評価  

事業 子 保育 教育現場 事 関 者 具体的支援 あ 昨 度 評

価 様 う 成果 い 良好 実施  

講演会 研修会 

動 指 者あ い 保育 教育現場 事 関 者 必要 理論

周知 例えば 各現場 動 機会 確保 体力 確実 実施 保護

者 参加 家庭 組 行わ う  

保育施設等 活用 親子 動  

保育 教育現場 動等 専門家 訪問 指 事業 行わ い 震

災当初 ン 携わ 現場 連携 密接 現場

重要性 認識 図  

実施 容 等 閲覧出来 う 配慮 参加出来 関

者 情報提供 い  

庁 参画人口 拡大 関 組 子供 動習慣

プ支援事業 いう あ 成 度 府概算要求 中 約 億 予算要求

事業 全国 先駆 先進的 え 考え  

 

今後 課題等  

保育 教育現場 人手 足 相 参加希望 あ 参加 い  

人 複数回参加 い 保育施設側 事情 あ  

各保育現場 出張 方策 行 い 講師側 都合 施設側 都合 う  

ン い あ 今後 調整 積極的 行 い 必要 あ  

一部 保育施設等 事業 講 ン 派遣 保育担当者      

講習 園児 働 依頼 あ ニ 対応 う 手法 検討

必要 あ  

 事業 非常 用 事業 思わ 外 参加者 募 広域連携 い

検討 必要 あ 考え  

 

 

＜ 入欄＞ 
 

業務委 者 評価  

講者 自身 所属 施設 い 事業 学 方等   

子 動量 増進 子 動あ 通 体 動 方 学

機会 確保 い 認  

保育 教育現場 動等 専門家 訪問 親子 直接指 親子

間 あい 生 い 施設 通所 親 士 増え 地域

ュニ 形成 役立 い  

直接指 関 カ キュ 入 目 迎え 複数 保育施設 実施 

前 度 回 多数 親子 参加 い 事業 良好 実施   

認  



郡山 震災後子 プ 業務評価書 
 

成 日 

 

法人  

認定 法人郡山 プ子育 ネ ワ  

 

業務  

絵 聞 実施業務 

 

事業概要  

事業 容 

ニ ニ 館 各地域子育 支援 ン プキ    

子供図書館 郡山 指定 子育 関連施設 い   

親子 対象 間 回 回 程度 絵 聞 わ 歌 指 

人形劇等 実施  

聞 者 子育 関連施設 連絡調整 行う  

事業費   

意図 

幼児期 絵 聞 言葉 情操 発達  

事業 家庭 聞 親子 触

合い 深 う  

対象 各子育 関連施設 来所 親子 

事業実施

結   果 

 

聞 実施回数 間 回 

参加人数 延 人 成 現在  

 回数 
参加 

人数 
 

 回数 
参加 

人数 

      

      

      

      

      

      
 

 



事業実施結果 自己評価  

事業 ､ 成 度 的 業務 ､ 回多 参加 い い い  

参加者 家庭 絵 聞 機会 増え 親子 良好 時間 持  

い 園等 施設 活用 い 等 意見 い 事 多い  

依存 進 子 成育環境 い 絵 聞 今後

透 ば い子育 基 的 あ 家庭 い 子関 構築

効 方法 あ 事 参加者 認識 大変 意義 あ  

心 い 研修 手 出 子  

特徴 個性 配慮 聞 言葉 情操 発達 い

提供 い  

以 事業 良好 実施 考え  

 

今後 課題等        

事業 成 的 業務 各施設 来所者 定着 事業

い  

参加者 実施回数 増加 施設 実施等 依頼 あ 実施者 予定

必 限 い 今後 ニ 応 実施方策 検討 必要   

あ  

 

 

＜ 入欄＞ 
 

業務委 者 評価  

今 度 施設 固定化 い 聞 者 派遣先 複数 施設 拡散

特色 活 聞 実施 事業 幅 持 参加者

様々 聞 楽 機会 提供 等 施設 聞 者 派遣方法 工夫

凝 開催 参加 保護者 い い 団体 聞 聞

親子 楽 い時間 過 聞 通 子 わ 方 学   

出 家庭 育児 楽 増 い 意見 寄 家庭 情操

言語 発達手法 聞 活用 い  

特定多数 親子 事業 参加 保護者間 生   

子育 関 地域 ュニ 復興 進 役立 い  

以 事業 良好 実施 認  

 

  



郡山 震災後子 プ 業務評価書 
 

成 日 

 

法人  

認定 法人郡山 プ子育 ネ ワ  

 

業務  

郡山 子 心 体 育 見 事業 動 食事 い ン 調査実施業務 

 

事業概要  

事業 容 

 子 動 状況 生活環境 状況 食事 状況 い ン 調査

把握 容 評価 析  

ン 調査票 作成 印 配 回収 質問 対応  

回収 ン 調査票 入力 集計 析 評価  

析結果 評価結果 掲載 冊子作成 各施設 配  

個人 ン 結果 移 改善 基礎資料 各施設 配  

ン 御協力い い 施設等 対 評価結果報告会 開催  

実績報告書 提出  

事業費  

意図 
子 段 動状況 生活状況 食習慣 把握 析 震災

起因 思わ 動能力低 体重増加 解消 子 健

育 見 事業展開 検討 必要 基礎資料  

対象 
 郡山 保育所 幼稚園 学校 中学校 通う 今 度 歳～ 歳 児童

生 就学児童 い 保護者 中学生 人 回答  

事業実施

結   果 

調査時期 

成 ～  

集計 

成 ～  

析 評価 

成 ～ 成  

調査 析結果 

別紙  
 

ン 調査実績  

対象施設数 

施設 保育所 施設  幼稚園 施設 学校 施設  中学校 施設  

対象者数 

 人 保育所 人 幼稚園 人 学校 人 中学校 人  

回答者数 

 人 保育所 人  幼稚園 人 学校 人 中学校 人  

効回答率 

% 保育所 %  幼稚園 %  学校 %  中学校 %  

 



事業実施結果 自己評価  

事業 成 度 実施 今回 約 ％ 回収 あ 一般的

ン 回収率 大 回 い 関 各所 事業 重要性 認識  

調査結果 活用 い 推測  

子 生活習慣 実態 施設 把握 全体 比較

可能 あ 効性 十 あ 考え  

度 ン 結果 震災後 屋外活動 限 徐々 解除 関わ 今現在

学童 屋外活動 短縮 逆 屋 等 接触時間 延長 い  

う 結果 得 各現場 い 幼児 児童 生 対 生活習慣 改善

行え 貴重 い 事業 良好 実施 いえ  

 

今後 課題等  

昨 度 実施時期 生 い 今 度 昨 時期 実施  

 

一部 保育 教育現場 実施 周知 解析 時間 要 結果

早期 各保育 教育機関 実施 提出時期 厳 い

働 必要 あ  

 施設 ン 結果 活用 い 報告会実施 加え  

冊子 送 い  

 結果報告後 各保育 教育機関 改善 要請 実 活用事例

報告 少 い 事業 効 活用 う 施設側 要望

活用状況 聞 機会 設 検討 必要 あ  
 
 

＜ 入欄＞ 
 

業務委 者 評価  

事業 震災後 子 段 動状況 生活状況 食習慣 わ  

中長期的 把握 析 子 健 育 見 事業展開   

検討 必要 基礎資料 目的 者 自己評価 あ   

回目 度 ン 回収率 各施設 協力 ％ 高 保育   

教育施設 在籍 い 子 動 食事 い 実態 把握

い  

食 物 対 射性物質 心配 心配 あ 心配

あ 回答 男女 割 超え 射性物質 払拭

い い状況 い い  

ン 御協力い い 施設 関 者 調査結果報告会 開催 析

結果 関連 事項 い 明 併 各施設  

各施設 い 震災 起因 思わ 子 動能力 低 生活習慣等

改善 関 組 進 子 学 育 環境 好転

意義 基礎資料 い  

う 事業 良好 実施 認  
 



郡山市 け 放課後児童対策事業 い  

 

項目 
放課後児童健全育成事業 

（放課後児童クラ ） 

放課後地 子 教室事業 

（放課後地 子 教室） 

所管官庁 厚生労働省 文部科学省 

趣旨 

【生活 場】 

保護者 就労等 昼間家庭

い い児童 対 、適切 遊び 

及び生活 場を提供 、児童生徒

健全育成を図 。 

【学び 場】 

子 を対象 、安全、 

安心 子 活動拠点を設け、地

参加協力を得 、学習や るツ、

文化芸術、地 住民 交流等、体験

活動 機会を提供 。 

開設 考え方 

児童15名以上 利用希望 あ 、

設置場所等 条件 整 学校

整備を進 。 

・平成30年３月現在 36校 

・平成30年４月開所 １校(西田学園) 

小規模校 い 、参加を希望

全 児童を対象 、体験活動

機会を提供 。 

・平成30年３月現在  ８校 

・平成30年３月末閉所 １校(根木屋小) 

整備方法 
 放課後 児童 生活場所

機能 施設を整備 

（床改修、空調整備・備品等 設置） 

地 参画を得 体験学習等 提供 

（体験活動 拠点 保 整備） 

開設時間 
開校日：13時00分～18時30分 

閉校日： 7時30分～18時30分 

開校日：放課後～18時30分 

閉校日：  8時～18時30分 

保護者負担 

・通常 月  3,300円/月 

・長期休業日(夏休 等)を含 月 

       3,700円～5,300円 

※ や 代等 2,000円程度 

無 料 

※ や 代等 2,000円程度 

支援員等  

報酬等 額 

支援員：5,181円（942円/時） 

（半日5.5時間） 

安全管理員：700円/時 

（有償 ランテ ） 

費用対効果 

（国庫補助等） 

・施設整備 係 補助 

（国1/3、県1/3） 

・運営費 係 補助 

（国1/3、県1/3） 

・運営費 係 補助（運営費 1/3） 

※平成24年度 10/10補助 

平成24～27年度 

被災地 地 コ ュニテ 再生 

支援事業 

平成28年度～ 

仮設住宅 再編等 係 コ ュ 

ニテ 復興支援事業 

効果 

一定 利用ニる あ 学校

い 、整備・運営面 国 補助

制度を活用 、施設 充実を図  

こ 可能 

小規模校 い 、少人数児童

を対象 、最小 整備費用 地  

実情 沿 放課後活動や居場所

提供 可能 

 



 



 

(人）

教室 家庭 教室 家庭

30 25 ( 83% ） 20 ( 80% ） 5 ( 20% ) 25 ( 100% ） 0 ( 0% ) 16 ( 64% ） 9 ( 36% ) 43 20 50 7 25 34

32 27 ( 84% ） 21 ( 78% ） 6 ( 22% ) 25 ( 93% ） 2 ( 7% ) 21 ( 78% ） 6 ( 22% ) 39 39 52 14 18 20

22 14 ( 64% ） 11 ( 79% ） 3 ( 21% ) 14 ( 100% ） 0 ( 0% ) 7 ( 50% ） 7 ( 50% ) 49 38 62 4 9 18

19 18 ( 95% ） 15 ( 83% ） 3 ( 17% ) 18 ( 100% ） 0 ( 0% ) 11 ( 61% ） 7 ( 39% ) 49 15 41 11 8 27

51 46 ( 90% ） 30 ( 65% ） 16 ( 35% ) 42 ( 91% ） 4 ( 9% ) 32 ( 70% ） 14 ( 30% ) 40 43 60 13 22 28

35 33 ( 94% ） 22 ( 67% ） 11 ( 33% ) 29 ( 88% ） 4 ( 12% ) 25 ( 76% ） 8 ( 24% ) 62 42 69 18 21 32

23 18 ( 78% ） 10 ( 56% ） 8 ( 44% ) 17 ( 94% ） 1 ( 6% ) 9 ( 50% ） 9 ( 50% ) 35 69 83 3 24 18

212 181 ( 85% ） 129 ( 71% ） 52 ( 29% ) 170 ( 94% ） 11 ( 6% ) 121 ( 67% ） 60 ( 33% ) 45 38 59 11 19 26

　　 　　 　　

２　目標設定

（人）

有 無

地 行事 参加 い

地 行事 参加 有無 今後 地 行事 参加希望

安子島

三　和

高　倉

御代田

合計

１　 ンケるト調査結果

有 無

（人）

有 無

　家庭 学習・読書習慣
　定着 有無

　学習・読書習慣 い

  子 教室・家庭
  学習時間

  子 教室・家庭
  読書時間

（人）

（１）71％
（２）67％

　　本事業 、放課後等 け 子 安全、安心 居場所を設け 、地 住民 参画を得 、学習や体験活動、交流活動 取組 こ
　を目的 、各子 教室 い 、地 行事 参加や、 ランテ 学習支援 、独自 企画を積極的 実施 。
　　各教室 い 、夏休 を中心 、地 住民や 民館 連携 、様よ 体験活動や地 行事 参加を行 。目標 達成 い
　 、今後 地 行事 参加希望 ９割を超え い こ 、子 地 住民 交流を深 こ 、子 地 行事
　 関心を持 け く 考え 。
　　 、毎日、宿題や自主学習 時間を設け、安全管理員 見守 、学習活動 取組 、 、地 住民 ランテ 絵本や紙芝居
　読 聞 せを実施 結果、子 教室及び家庭 け 学習、読書時間 い 概 保さ 、目標 達成 到 、学習
　や読書習慣 定着 一定 効果を果 考え 。
　　以上 こ 、本事業 良好 実施さ 認 。

３　効果測定

４　事業評価(案）

（２）家庭 学習・読書 習慣 身 付い 児童 割合　80％以上

地 子 教室事業評価 い

登　録
児童数

回答者数

(人）

（１）地 行事 参加 児童 割合　80％以上

（１日平均、分） （１日平均、分）

平日
土日

平日
土日

Ｈ30.２月調査

子
教室名

湖　南

熱　海

根木屋



 

放課後地域子 教室開設要綱 

 

。設置) 

第 条 放課後等 子 全 心 居場所を設 地域住民 参画を得

体験活動や交流活動 取組 放課後地域子 教室を設置  

。開設機関)  

第 条 開設機関 郡山市教育委員会 庶務 郡山市 部 未来課 い 処理  

。名称及び開設場所) 

第 条 放課後地域子 教室 以下 地域子 教室 いう｡ 名称及び開設場所 別表

 

。運営機関) 

第 条 運営機関 地域子 教室運営協議会 以下 運営協議会 いう｡ 郡山市 学校 地

域住民 全管理員 地域子 教室児童 保護者 以下 保護者 いう｡ 代表者等 構成  

 運営協議会 会長 1名及び副会長 1名を置く  

 運営協議会 必要 応 地域子 教室 滑 運営 い 協議 次 役割を分

担  

 。1) 郡 山 市 全管理員 保険料 負担等運営経費 負担 

。「) 学   校  放課後等 子 居場所を提供 

 全管理員 活動 把握 

。」) 地 域 住 民 体験活動や交流活動へ 参画 

。4) 全管理員  子 全管理 

 易 学習 ドバ ス 

。5) 保護者 代表者 保護者意見 集約 

 。開設期間) 

第 条 日 翌 」1 日 曜日 金曜日 次 掲 期間 開

設 い  

。1) 土曜日・日曜日及び国民 祝日 

。「) 11 日 17 日 及び 1「 「4 日 翌 7日  

。」) 学校 繰替休業日 

。4) そ 他運営協議会 必要 認  

 

。開設時間) 

第 条 開設時間 別表  

 。入会資格等) 

第 条 入会 資格 当該 学校 通学 い 児童  

 入会 条件 次  

 。1) 下校バス 利用 い 保護者 児童 迎  

 。「) 運営協議会 指定 保険 加入  

 。定員) 

第 条 地域子 教室 定員 別表 入会希望者 多い場合 放課後等

い 家庭 保護者等 い い又 家族 介護 病弱等 い 者を優先  

 。入 会 手続 ) 

第 条 地域子 教室 入会 う 児童 保護者 運営協議会 入会申込書 第 1号様式 を

提出 い  

 地域子 教室を 会 う 児童 保護者 そ 旨を地域子 教室 会 第 号様式

運営協議会 出 い  

 



 

。入会 取消) 

第 10 条 運営協議会 地域子 教室 秩序 い場合 児童 入会を取消  

。 全管理員) 

第 11 条 全管理員 児童 健全育成指 熱意を 者 運営協議会 推薦 を 教育長

委嘱  

 全管理員 償ボランテ  

。賠償責任) 

第 1「 条 地域子 教室 放課後等 児童 居場所を無償 提供 あ 開

設機関及び運営協議会 賠償責任を負わ い  

。保護者会) 

第 1」 条 保護者 地域子 教室 滑 運営を図 保護者会を設置 必要 応 保護者会

を開催  

 

   附 則 

 要綱 成 19 日 施行  

   附 則 

 要綱 成 「0 日 施行  

   附 則 

 要綱 成 「「 日 施行  

附 則 

 要綱 成 「4 」0 日 施行  

附 則 

 要綱 成 「4 日 施行  

附 則 

 要綱 成 「6 日 施行  

附 則 

要綱 成 「8 日 施行  

附 則 

要綱 成 「8 「9 日 施行  

附 則 

要綱 成 「9 16 日 施行  

附 則 

要綱 成 「9 日 施行  

附 則 

要綱 成 」0 「「 日 施行  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別表 

名称 開設場所 開設時間 定員 

湖南地域子 教室 湖南 学校  

通常期 ～  

開校日 午後 時 分～午後 時 分 

休校日 午前 時 分～午後 時 分 

冬期間 ～  

開校日 午後 時 分～午後 時 

休校日 午前 時 分～午後 時 分 

概 名 

熱海 地域子 教室 熱海 学校  
開校日 午後 時～午後 時 分 

休校日 午前 時～午後 時 分 
概 名 

根木 地域子 教室 根木 学校  
開校日 午後 時～午後 時 分 

休校日 午前 時 分～午後 時 分 
概 名 

子島 地域子 教室 子島 学校  
開校日 午後 時～午後 時 分 

休校日 午前 時 分～午後 時 分 
概 名 

三和 地域子 教室 三和 学校  
開校日 午後 時 分～午後 時 分 

休校日 午前 時 分～午後 時 分 
概 名 

御代田 地域子 教室 御代田 学校  
開校日 午後 時 分～午後 時 分 

休校日 午前 時 分～午後 時 分 
概 名 

高倉 地域子 教室 高倉 学校  
開校日 午後 時 分～午後 時 分 

休校日 午前 時 分～午後 時 分 
概 名 

白岩 地域子 教室 白岩 学校  
開校日 午後 時 分～午後 時 分 

休校日 午前 時 分～午後 時 分 
概 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第 1号様式。第 条関係) 

地 域 子 教 室 入 会 申 込 書 

      日 

      地域子 教室運営協議会 

 

申請者 保護者  

住 所                       

氏 名                     ○印 

 

開設要綱 基 下記 児童を      地域子 教室 入会させ い 申 込  

迎えの時間 遅 った 他の児童 危害 加えた す 等 管理運営上支障 あった場合 入会
取 消さ こと あっても 申し立ていたしませ  

 

入

会

児

童

名 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

氏 名 

 

男・女 生年月日 Ｈ   ．  ． 新学年  年 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

氏 名 

 

男・女 生年月日 Ｈ   ．  ． 新学年  年 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

氏 名 

 

男・女 生年月日 Ｈ   ．  ． 新学年  年 

 

保

護

者

名 

住所 

郡山市                 自宅電話       －     

                                        携帯電話・父  －   － 

                    携帯電話・母  －   － 

 氏    名 年齢 勤務先名及び住所 電 話 番 号 

父

フリガナ

 

   
   － 

母

フリガナ

 

   
   － 

 

者
全
員
を
記
入
す
る
こ
と
） 

家
族
状
況

（父
母
を
除
く
同
居 

児童 

 

関係 

氏     名 年齢 勤務先又 学校名等及び学年 備 考 

     

     

     

     

     

     

緊 急 

連 絡 先 

連絡先 →              ・ ℡  －    

連絡先 →              ・ ℡  －    

入会させ 

い理由 

 

※正確 内容を御記入く さい



 

第２号様式。第９条関係) 

地 域 子 も 教 室 退 会 届 

 

  年  月  日 

 

 

          地域子 も教室 運営協議会 

 

 

申請者 保護者  

 

住 所                      

   

氏 名                    ㊞ 

 

 

 下記 児童を     年  月  日付けをもっ 退会させ い お届けい します  

 

記 

 

児 童 氏 名 性 別 学年・組 

 

 
男・女 年  組 

 

保

護

者 

氏

名 

父 
 

 

 

母 
 

 

住 所 郡山市                  自宅電話    －     

 

退

会

理

由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


